























































白梅学園大学・白梅学園短期大学　子ども学研究所研究年報　№ 25　5 ～ 16（2020）
学際性の概念に関する考察
―保育学の学問的追究の基礎作業―
Study on the concept of interdisciplinary 
―Fundamental works of the academic pursuit of Science of early 


















































































所」（Institute of Human Relations　イエール大
学）のマーク・A・メイの見解を紹介している。
メイは、アメリカの少年犯罪について学際的研究












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































健康、b 社会、c 自然、d 言語、e 音楽リズム、










児童の保育（a 優秀児、b 問題児、c 精神薄弱児、
d 身体障害児・虚弱児、Ｐ家庭環境と保育、Ｑ
児童福祉、Ｒその他。
25　註１文献、p.249.
26 　現在の日本保育学会研究発表17区分は以下の
通り。発表区分：01保育思想・保育理論・保育
史など、02保育制度・保育行財政など、03発達
論・新進の発達など、04教育計画・保育計画・
指導計画・評価など、05保育内容Ⅰ（保育内容
総論・遊び）など、06保育内容Ⅱ（健康・人間
関係・環境・言葉・表現）など、07保育方法（保
育方法論・保育形態・幼児理解）など、08保育
環境・保育教材、09乳児保育　１，２歳児保育
など、10障害児保育・障害のある子どもを含む
保育、11児童文化・児童文化財など、12保育者
の資質能力・保育者の専門性など、13保育専門
職の養成など、14家庭保育・家庭及び地域の連
携・子育て支援など、15児童福祉・児童の人権
など、16幼保一体化・幼保小連携など、17多文
化教育・異文化理解・ジェンダーなど（以上は、
日本保育学会第73回大会第１号通信より。2019
年７月26日、日本保育学会第73回大会実行委員
会より）。
27 　日本保育学会主たる研究領域：保育学原理・
幼児教育学［保育・幼児教育理論］、保育学原理・
幼児教育学［保育・幼児教育制度］、保育学原理・
幼児教育学［保育・幼児教育研究法］乳幼児心
理学（発達心理学　保育心理学　幼児教育心理
学　発達臨床心理学など）、小児保健・小児栄
養（小児科学　小児保健学　リハビリテーショ
ン　小児栄養学など）、保育内容［総論］保育
内容［人間関係］保育内容［環境］保育内容［言
葉］保育内容［表現］、乳児（３歳未満児）保育、
特別に援助を要する子の保育［障害児保育］、
特別に援助を要する子の保育［気になる子の保
育］、保育実践（現場）研究［保育環境・保育
援助］、保育実践（現場）研究［保育形態・保
育方法］、保育実践（現場）研究［保育評価］、
保育実践（現場）研究［保育実践研究法］、保
育者養成（倫理　専門性　資格免許　養成　研
修など）、子育て支援、地域の専門機関との連
携（保・幼・小の連携　総合施設　地域ネット
ワーク論など）、児童文化（児童文化　メディア、
遊具・玩具・教材開発　伝承遊びなど）、児童
福祉（乳児院・児童養護・障害児福祉施設　児
童虐待など）、諸外国の保育・比較保育・多文
化保育、ジェンダー・世代間交流、保育経営、
その他（日本保育学会会員専用ページより、各
会員が主たる研究領域を登録する内容）
28　註２小川（2006）。
29 　小川博久氏は、2003年から2008年まで日本保
育学会会長を務めた。2019年に他界された。心
より冥福を祈る。
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